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UseofReadinginTeachingWriting
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1.序 論

writingは二つ作業を含むと言われる｡何について書くか(whattosay)を決めることと､

どのようにそれを書くか(howtosayit)を決めることである(McKay,1981)｡この小論で

は前者について考察を試みたい｡何について書くかを決定することが容易でないことば次の三

人の研究者の発言にも見ることが出来る｡

Spack:Becausewritinghasnosubjectmatterofitsown,itcanbedifficultfor

compositionteacherstofindappropriatematerialfortheirwritingclasses･

(1985,p.719)

Norman:Boththeteacher,sandthestudents,mostfrustratingdifficultyliesinthe

ch｡iceofcontentmaterial.(1990,p.45)

McCall:Teachers often runinto obstacles when glVlng their students writing

assignments･Onedoesnotwanttobetoo restrictiveand so stiflethe

student,screativity,buttheaveragestudentmayhave
difficulty with

a

topicthatistoogeneralortooopen･(1992,p･42)

すなわちwritingそのものは課題を提供しないし､何について書くかは教師と学生の両方の頭

を悩ます問題であり､課題の間口は広すぎても狭すぎても具合が悪く､適切な課題を見つける

のに苦労するわけである｡

そこで視(聴)覚教材を課題選定の手段に用いる教師もいるであろう｡例えば写真､絵､漫

画を見せてそれについて作文させるわけである｡又映画､テレビ番組､ビデオ教材など映像を

見せる場合もある｡McKay(1981)は映画を見ることにより､学生が書く内容について考え

を得ることができたと報告している｡筆者の授業でおこなって学生が意欲を見せた具体例ゐ一

っは｢ワープロと手書きの長所･短所｣を実験などを通して分析したテレビ番組をメモを取り

ながら視聴したあと､自分の経験も含めてのwritingである｡視聴によって得た知識と自分の

体験の両方を使うことができたためよく書けているwritingが目だった｡又､長所と短所を比

較するという設定も作文しやすくした要因であると思われる｡

視(聴)覚教材のはかにも聴覚教材､reading教材l)に基づいてwritingを課することが考

えられるが､小論では特にreading教材の活用方法について考える｡
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早 瀬 光 秋

2.reading教材使用の利点

なぜwritingにreadingを使うのか､その利点を検討しよう｡まず第一に､序論でも述べた

ようにwritingの課題を提供してくれる｡以前に学生に自由に課題を選んで作文をさせたこと

があったが､その時にある学生は｢先生､課題を決定するのに作文全体の時間の半分がかかり

ます0｣と言ったことを思い出す｡Writingそのもの以外に貴重な時間を費やさなければなら

なかったわけである｡reading教材を用いれば｢何の課題について書くか｡｣ということで悩

み時間を費すことはなくなる｡

第二に単に課題を提供するだけでなく､reading教材によっては多くの情報や洞察を学習者

に与え､それがwritingの方向性や全体の構成のあり方の手助けになることもある｡･`The

rightchoiceofcontentregulatesorganization,StruCture,andvocabulary.,･(Norman,

1990,P･45)というわけであるo例えば後程role-Playingとして考察する､reading教材の登

場人物になったっもりでwritingを課する場合などこの典型的な例であろう｡

第三にreading教材の中でどのように語彙､表現､構文などが使用されているかを検討する

機会を与えられ(Spack･1985)､それらを借りることによりwritingを間違いの少ない豊かな

ものにすることが出来る0これは日本語で課題について読ませて英作させる場合とreading教

材を読ませて英作させる場合を比べるとその差が歴然とする｡前者の場合当然のように英語の

語彙､表現､構文ともすべて自分で賄わねばならないため適切さを欠くことが多くなり､それ

がwriting全体を不十分なものにすることになる｡一度｢日本における夏時間導入｣に関する

賛否両論を日本語で読ませて作文をさせたが｢時計を一時間早める､戻す｣というような基本

表現においても不適当な英語を書いている学生もいた0夏時間に関するreading教材を用いて

いればこのようなことは避けられたと思われる｡苦から｢英作文は英借文｣と言われる｡しか

も何の脈絡もない辞書の構文や表現を借りるのではなく､reading教材という豊かな文脈の中

で使われ方を十分に吟味した上で自分が使うわけであるから適切さも増し､その後の定着度も

高いと言える｡

第四に､このreading教材を読んでwritingを課することば､実際のコミュニケーションに

おいておこなわれる活動を授業に取り入れようとするcommunicativeapproachの考え方に通

ずるものである｡手紙を読んでその返事を書くとか､報告書を読んで意見を書くとか､

readingに対する反応としてのwritingは日常の言語生活の重要な部分を占めるからである｡

最後にreading教材を取り入れることはwritingの授業をより変化に富んだものにする｡

Writingの授業だからwritingが中心になるのは当然であるが､Writingの活動ばかり続くと

学習者の学習意欲低下を招くことにもなり､readingと有機的に結び付けることによって授業

の単調さを少しでも解消することになる｡

3.reading教材を利用したwritjngの活動

reading教材を利用したwritingの活動はいくつか考えられるが､ここではwrite_bef｡re_

you-read,StOryCOmPletion,rOle-playingの三つについて論じたい｡まず最初にそれぞれの

-100-



writing指導におけるreading教材の活用

活動について説明を加える｡その後4以下で一つのreading教材を使って各々の活動をどうやっ

て具体的に展開するかについて授業での実践を振り返りながら述べる0

3.1.write-before-yOu-read

この活動はSpack(1985)が紹介しているものであり文字どおりreading教材を読む前にお

こなうwritingである｡彼女はこの活動の概要を次のように説明している｡

Inthisexercise,Studentswritefromtheirownexperienceaboutanideaorahappening

containedintheworktheyareabouttoread･Noreferenceismadetothestoryitself･They

writeinclassforlOto15minuteswithoutfocusingonthemechanicsofwriting･SOthat

prlOritylSglVentOideadevelopment･OneadvantageofthistechniqueisthatitglVeS

studentsafreshuninhibitedapproach
to aliterary work･It also seems to help them

comprehendchallengingprose.(p.711)

(この活動では学生はこれから読もうとする作品に含まれる考えや出来事についての自分自

身の経験について書く｡物語そのものについては言及されない｡授業中に10分から15分書く

が文法や形式は気にぜず､内容を発展させることを第一義とする｡この技法のメリットの~つ

は学生が何の束縛もなく新鮮な気持ちで文学作品に取り組めることである0さらに学生が困難

な散文を理解する手助けにもなるようである｡)

例えばSpackは"ZenandtheArtofBurglary"というreading教材をクラスで取り上げ

た｡これは年老いた強盗が自分の技術を息子に手とり足とり教えるようなことばせず､息子を

強盗先の現場で窮地にわざと陥れ､自力で盗品とともに脱出する経験を通して家業を学ばせる

という物語である｡これを学生に読ませる前に"Trywritingatrueorimaginary story

whichillustrates that teachinglS nOt always a matter of stuffingknowledgeinto a

student.Showhowyouorsomeoneelsehaslearned(orcanlearn)withoutbeingtaughtin

school.Don,tworryaboutgrammar,punCtuation,OrSpelling･"というwritingを課した｡

Spackはこのようなwrite-before-yOuTreadの活動は自分の知識をreadingに生かす訓練にな

るのでより良い読み手を育てることになるという｡自分がすでに何かを書いたことについて読

むことになるわけでより強い興味を持ってより深い読みが期待できるのだ｡もちろん

write-before-yOu-readの活動が貴重なwritingの場を提供したのは論を待たない｡そしてこ

の後実際にreading教材を読んでreadingの内容に反応するかたちでさらにwritingをおこな

うことになるのだが､ここでもreadingの前のwritingの経験がreadingの後のwritingに生

かされることになるという効果も見逃してはならない｡

3.2.storycompletion

物語の一部分をreading教材として読みその前後をwritingとして課するのがstory

completionである｡自分の創造力､空想力を十分に発揮できるので力作が多い活動となる0

中には精力的に取り組んでひとつの立派なshortstoryを完成させる学生もいる｡そのような

writingを期待するためにもreading教材の吟味が重要な鍵となる｡StOryの発展性が高く､

それまでの展開に葛藤やドラマ性があるのが望ましい｡又､一種のクライマックスを向かえた

所まで読ませてその後を書かせるのも良い｡一例としてKafka(1961)の短編小説である
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"TheMetamorphosis''の冒頭が考えられる2)｡

AsGregorSamsawokeonemornlngfromuneasydreamshefoundhimselftransformed

inhisbedintoaglganticinsect･Hewaslyingonhishard,aSitwerearmor-plated,back

andwhenheliftedhisheadalittlehecouldseehisdome-1ikebrownbellydividedinto

Stiffarchedsegmentsontopofwhichthebedquiltcouldhardlykeepinpositionandwas

abouttoslideoffcompletely･Hisnumerouslegs,Whichwerepitifu11ythincomparedto

therestofhisbulk,WaVedhelplesslybeforehiseyes.

Whathashappenedtome?hethought.1twasnodream.(p.67)

朝起きたら主人公が大きな昆虫になってしまっていたという越現実的でショッキングな内容で

あり､学生はこの続きを書く意欲を大いにかきたてられるに相違ないoWhathashappenedto

me?という疑問文もあるのでそれに応えるwritingにしてもよいし､昆虫になったために起

こりうる事柄について書いてもよい｡なお､reading教材によっては､学生がwritingを仕上

げた後､オリジナルと比較する機会を与えることも考えられる○学生がwritingに取りかかる

前にこのことを知らせておけば動機付けにもなる｡

3.3.role-Playmg

reading教材全体を読んだ後､物語の登場人物になりきってその人物の観点から物語中に起

こった事柄を描写するのがrole-playingと呼ばれる活動である｡物語の内容を日記風に書かせ

たり､手紙のようにだれかに報告するかたちで書かせたりすることができる｡登場人物が多い

と学生達は自分の好きな人物を選ぶことができるので余計興味が増すし､出来上がった作品も

書く観点が異なるのでクラスで発表させるのも良い｡

4･共通のreading教材を利用してのwritingの実践

ここではある一つの共通するreading教材を使って以上の三っのwritingの活動を順におこ

なった授業実践を考察することにより､それぞれの活動の理解を深めることとする｡その際､

学生のアンケート結果の分析や実際のwritingにも触れたい｡まず次の"AnUnsu｡CeSSf｡1

Romance''(長谷川他編､1987,pp.66-67)と呼ばれるreading教材に目を通そう｡これは

アメリカ人女性と日本人男性の心の擦れ違いを措いた悲恋物語である｡

AnUnsuccessfulRomance

Gailwasayoung,happyAmericangirlwhocametoteachEnglishatthesameschooI

WhereIwasteaching･Shewasalwayssmiling,1aughingandhappy.Shewaswarmandliked

teachingherJapanesestudents･OneofherstudentswasMr･Hayashi,Whoworkedfora

bankinOsakaandhadcometoTokyoto
study English･Mr･Hayashiwasofmedium

height,darkandwithbig,rOundeyes.Hewasalwaysquietanditwasdifficultt｡kn｡W

Whathewasthinkingabout.
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GailthoughtthatMr･Hayashiwasoneofthecuteststudentsintheclassandsheliked

him.OnedayMr.HayashiaskedGailforadate･Gailwas overjoyed and accepted･

unfortunately,Onthedayofthedate,Gailcaughtabadcoldandwasinbedwitha

fever,aheavycoughandanupsetstomach･Shewasdisappointedthatshecouldnotmeet

Mr.Hayashiandtoldhimso･

AfterGailrecoveredfromhercold,ShewentbacktoschoolthinkingthatMr･Hayashi

wouldaskherforadateagaln･GailtalkedwithMr･Hayashiafterclassseveraltimes,

hopingthathewouldaskherforadatebuthenevermentionedgolngOut･Gailwas

disappointedandthoughtthatMr･Hayashihadlostinterestinher･

GailwasfeelingverysadandtoldmethatJapanesemenarequietanddon,tliketo

expresstheirfeelingsinwords･Itoldherthatprobably･Mr･Hayashiwantedhertoindicate

insomewaythatshelikedhim･Gaildisagreedandinsistedthatthemanshouldsay

somethingtothegirlandthatthegirldidn･thavetoshowhowshefelt･Gailfeltthatthe

manshouldchasethegirlandthatitwasnotnecessaryforthegirltochasetheman･She

feltthatMr.Hayashididn･tlikeheranymore･TheschoolyearwasdrawlngtOanendand

ItoldGailthatsheshouldshowMr.Hayashiinsomewaythatshelikedhimbutstillshe

disagreed.

Onthelastdayofschool,theclasshadafarewelldinner･Mr･Hayashimadethefarewe11

speechtoGail,theirteacher･Hewasverysadabouttheendoftheschoolyear,about

leavingallhisclassmatesandaboutleavingGail･GailwasastonishedtoseetearsinMr･

Hayashi,seyes･SherealizedforthefirsttimethatMr･Hayashistilllikedher･

Aftertheparty,GailandMr･Hayashiwalkedtothetrainstationtogether･Theystood

ontheplatformwithoutsaylnganything･Ononesideoftheplatform,Onetraincamefor

Shinjukuandontheothersideoftheplatform,anOthertraincameforTokyo･Gaillived

nearshinjukuandMr.HayashiwasgolngbacktoOsaka･AsGailgotonthetrainfor

Shinjuku,Mr.=ayashi･slastwordswere,"Thisisyourlasttrainand thatis mine･

Good-bye.''

一つのreading教材を使って三つの活動を行わせる理由は次のようである｡まず一つのテー

マで三つの作文を書くため活動が進むに従って深みのある内容が期待される｡そして似通った

語彙や表現を繰り返し使用することになるのでより確実に身につけることが出来る0又､一つ

の活動と次の活動には発展性や意外性があり強い動機を与えるものと確信する3)0

4.1.write-before-yOu-readの実践

まずwrite-before-yOu-readの活動としては学生の失恋の経験を書かせることにした0 もち

ろん自分の体験談は書きたくない者もいると思われるのでその点を考慮して次のような課題を

出した｡ただしSpackのやり方と-は異なり授業中に15分前後で書かせるのではなく､もう二

っの活動と同じように宿題としてじっくり取り組ませた｡``Writeaboutanunsuccessful
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romance
you haveexperienced or you have heard of･You may also write about an

unsuccessfulromanceinhistoryorinliteraturesuchasthatofRomeoandJuliet.Besure

toincludeinyourwritingsomeofthemainreasonsofthefailureoftheromance."

学生の反応を見てみよう0三っの活動の中で最も取り組みにくかったものとしてこの活動を

あげた学生が12人中5人いた(storycompletionが3人､rOle-playingが4人)｡経験がなかっ

たり､あったとしても自分のことは書きたくない等の理由で抽象的になったという｡また授業

が始まって最初のwritingで慣れていなったことを理由とする者もいる｡しかしながら､文学

作品から具体的な悲恋物語を探し出してきてwritingをした学生の中にはすぐれた作品もあっ

た｡例えば源氏物語の一部を取り上げた学生は､ある恋の破綻の原因を次のように分かりやす

くまとめている｡

OneofthemainreasonsforthisunsuccessfulromancewasLadyRokujo,sjealousy.She

WaSjealousofHikaru-Genji,sothergirlfriendswhowereyoungerthansheandshealways

Wantedtobewithhim･Asaresult,herJealousyrestrainedhislibertyandherexistence

WaSaburdentohim…･AnotherreasonwasLadyRokujo,spride.Shewasawid｡W｡fa

formercrownprlnCe･SheevenhadaprlnCeSSbyhim･Moreover,Shewasmucholderthan

Hikaru-Genjiwhentheywereinlove.witheachother･Theseelementsmadeherarrogant

anddidn'tallowhertofollowHikaru-Genjiobediently.

又､reading教材は文化の違う二人の出合を描いているので次のような課題も可能ではない

だろうか0"Romancesacrossculturesaresaidtobemorechallenglngthanthosewithinthe

SameCulture･Agreeordisagreewiththisideaanddefendyourposition."最近は国際結婚

も増えてきているのでこのような課題に興味を持っ学生もいると思われる｡

4.2.storycompletionの実践

次のstorycompletionであるが､物語の最初の山場を迎えた､GailがMr.Hayashiからの

デートの誘いを受け入れた部分まで与えてその後を書かせることにし､次のような課題を与え

た｡

Readthefo1lowlngpaSSageandcompletethestory:

AnUnsuccessfulRomance

Gailwasayoung,happyAmericangirlwhocametoteachEnglishatthesameschooI

WhereIwasteaching･Shewasalwayssmiling,laughingandhappy.Shewaswarmand

likedteachingherJapanesestudents･OneofherstudentswasMr･Hayashi,Whoworkedfor

abankinOsakaandhadcometoTokyotostudyEnglish･Mr･Hayashiwasofmedium

height,darkandwithbig,rOundeyes.Hewasalwaysquietanditwasdifficultt｡kn｡W

Whathewasthinkingabout.

GailthoughtthatMr･Hayashiwasoneofthecuteststudentsintheclassandsheliked

him･Oneday,Mr･HayashiaskedGailforadate･Gailwasoverjoyedandaccepted.
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今回は一つのreading教材を三つの活動に利用する都合上､reading教材の一部として題名が

入っているので学生達はそれに合うように物語を完成しなければならない0もしそのような限

定をっけたくなければ題名をreading教材から省くことになる｡そうすれば話の発展性に幅が

でき変化に富んだwritingを期待できる｡

学生たちの半数である6人がこの活動が一番取り組みやすいと答えている(write-before-

you-readが2人､rOle-playingが4人)｡そしてそのはとんどの学生が想像力を使って自分の

好きなように物語を発展させることが出来るのをその主な理由にしている｡序論でも述べたよ

うに全く白紙の状態からは書きづらいし､あまり多くの条件を付けられても書くのに苦労する

ということであろう｡reading教材ではデートの約束をするという物語の最初の盛り上がりが

あった所で終わっており､それを題名の示すunsuccessfulromanceに導くことがwritingで

課せられるわけである｡多くの学生がこの課題をchallengingと受け止めたと言える｡次に示

す作文はその典型である｡この学生はデートで遊園地のジェットコースターに乗る羽目になり､

それが二人の関係の終わりになってしまう顛末を書いた｡まず二人の文化的背景の違いでデー

ト先が遊園地になったことを説明したあと､次にMr.Hayashiの幼少時におけるジェットコー

スター上での失禁という苦い思い出を描写した｡そしてデートの結末を次のように表現した○

…"What,sthematter?AreyouOK?,,sheshouted･Butfromhismouth,insteadofhis

answer,foamcameupandeverythinghehadeateninthemornlngSPlashedagainsther

face.Whatwasworse,hewettedhispantsandshoes･Shewasshockedathim･Shecould

nothelpscreaming･Herscreamwassoloudthatitmadehimfaint･Hefellonhisback

onthegroundwhichwascoveredwitharabesquepatterns･Shekeptscreaminglikemad･

Herscreamwasgettinglouderandlouder･Finallyitgatheredacrowd･Butinthecrowd,

therewasnobodywhotriedtohelpafilthyman･Theywerenothingbutonlookerswho

wantedtoen]OyWatChingapoorman･SuddenlyMr･Hayashirevived･Helookedaround

withasurprisedlook･Thecrowdstaredathimandsmirked･Buthecouldn,tunderstand

whotheywereandwhyhewassurroundedbystrangers･SoonherememberedGail･andhe

lookedaroundagaintotrytofindher･Buthecouldn,tfindher･Infactshewasnotthere･

Itdidn,ttakealongtimeforhimtonoticehewouldnotbeabletoseeheragaln･

4.3.role-PLayingの実践

最後のrole-playingについて検討しよう○この物語は主人公であるGailの観点から第三者

によって語られている｡それゆえGailの恋愛についての考え方やMr.Hayashiに対する気持

ちなどばよく表われているが､Mr.Hayashiの恋愛感やGailに対する心の動きなどはわから

ない｡そこでMr.Hayashiの視点からこの物語を振り返ることも可能なわけで､物語全体を

読ませた後次のような課題を与えた｡"YouareMr.Hayashiandyouarewritingtoyour

bestfriendaboutyouandGail･ReviewthemeetlngWithGailfromyourpointofview

describingyourideasaboutromancesingeneralandyourfeelingstowardGail･''
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学生の反応を見る限り､この活動を最も取り組みやすいと答えたのは4人でstory-telling

の6人に及ばない｡場面設定が決まっているため､自分の自由な発想が制限されるからであろ

う0しかしながら学生の作品を読んでいると広い意味で同じテーマでの三回目の作文であり慣

れてきたのと､また前に触れたようにreading教材に含まれる語彙や表現などを借用できる利

点も手伝って､よく書けている作文が多く見られた○ここではMr.Hayashiの恋愛に関する

考え方とGailへの気持ちが重要な要素になるわけだが､二人の学生はそれぞれに次のように

まとめている｡

(一人目)

NowIregretnothavingtoldhermyfeelings.Iexpectedthatshewouldindicateinsome

Waythatshelovedme･butto no avail･In short,Iwas toopassive.Ishouldhave

approachedhermoreifIreallylovedher･IlearnedIhavetobeaggressivewhenIlovea

WOma.n.

(二人目)

Icouldn,tunderstandhertruefeelingstowardmeafterall.Ifshehadshownmein

SOmeWaythatshelikedme,Icouldhavesaid,"Iloveyou･･,Don･tyouthinkthegirl

Shouldshowthemaninsomewaythatshelikeshimifshereallylikeshim?

Anyway,thissummerIwi11gotoTokyotomakesurewhethershelikesmeornot,

becauseIregretthatIcouldn,tsay,``Iloveyou･,,ontheplatform.

5.おわりに

この小論ではwritingにおけるreading教材の活用のしかたについて述べた｡reading教材

の利点を確認した後､Write-before-yOu-read,StOryCOmpletion,rOle-playingの活動について

考察した0そして共通のreading教材を駆使して以上三つの活動の実践を分析した｡学生達の

反応と実際の英作文の出来映えから見れば､不十分な面はあるものの今回の実践は一定の成果

を生んだといえるのではないかo
writingにおけるreading教材の有用性を理解する一助とな

れば幸いである0 (1995.10.20)

註

1)小論ではreading教材という場合英語で書かれたものを指す｡

2)この作品をstorycompletionに使うことはSpack(1985)からヒントを得た｡

3)筆者は常々学生に意欲的にかっ興味を持ち､強い動機づけのもとに英作を書いてもらいた

いと思っている｡無味乾燥な課題で書かせ､添削するために教師だけが読んで返し､学生

は返された作文を振り返って次の課題に進む､という授業は避けようとしている｡このよ

うな授業では学生は成績のため読み手としては教師のみを意識して書き､書くことの喜び､

伝えることの喜びが湧いてこない｡それゆえ今回の実践では､でき上がった作文はクラス

メートも読んでコメントをっけるし､クラスメートや教師のコメントを参考に書き直しを

するという､いわゆるprocessapproachを採用している｡
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